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収集の時点におけるデータの不備が原因であった。 組織の抽出の段階では、25 例中 15 例 （60%）に
おいて構造物を描出できなかった （Fig.1）。 そのうち動脈を描出できなかったのが 6 例 （24%）、静脈が
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融合 3 次元画像の精度向上のためには, より精緻なデータ収集すなわち撮像装置の進歩による画像モ
ダリティそのものの解像度の改善が必須であると思われた。 
 
 
